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　新年明けましておめでとうございます。
　岩手労福協は、昨年４月に結成60周年を迎え
ることができました。この節目を迎えるにあたっ
ては、創立当時の原点や諸先輩方のご労苦にも思
いを馳せながら、今後の労福協運動の前進にむけ
て決意を新たにしたところです。改めて、これま
でお支えいただいたすべての皆様に御礼を申し上
げます。
　私たちを取り巻く状況は、貧困や格差の拡大に
加え、それに追い打ちをかけるような引き続く物
価高、そして一方では、昨年年頭の能登半島地震
をはじめ、昨今激甚化する地震・台風など自然災
害による被害など、厳しい状況に置かれています。
また、世界的に見れば、長期化するロシア・ウク
ライナ戦争やイスラエル・パレスチナの紛争など

によって、平和が脅かされ続けています。
　このような厳しい状況下にあって、私たちが進
めてきた労働者福祉運動の重要性は、ますます高
まっているものと考えています。岩手労福協は、
改めて「福祉はひとつ」「すべての働く人の幸せ
と豊かさをめざして、連帯・協同で安心・共生の
福祉社会をつくります」との理念のもと、貧困や
社会的排除がなく、人と人とのつながりが大切に
され、平和で安心して働き続けられる持続可能な
社会の実現にむけ、引き続き、取り組みを強化し
てまいります。皆様には、岩手労福協に対する、
なお一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　結びに、今年１年、皆様のご多幸をお祈りし、
新年のご挨拶といたします。
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　新年明けましておめでとうございます。
　物価高や急速に進む少子化、貧困の深刻化など、
私たちを取り巻く状況は厳しさを増しています。
　今こそ、私たちは、ライフサポート活動、こど
も食堂の取り組みなど、地域の様々なネットワー
クで支え合い助け合う取り組みを、力をあわせて
進めていかなければなりません。
　高等教育の負担を軽減する取り組みでは、「団
体賛同・個人署名」の取り組みを進めてきました。
多くの方々にご協力いただきましたことに、心か
らお礼申し上げます。引き続き取り組みを強化し

ていきます。
　また、今年は国連の定めた国際協同組合年です。
労働者自主福祉運動や協同組合運動などの共助の
輪を広げる取り組みを、ともに進めていきましょ
う。
　今年も「貧困や社会的排除がなく、人と人との
つながりが大切にされ、平和で、安心して働きく
らせる持続可能な社会」を実現するための取り組
みを全力で展開していくことをお誓い申し上げ、
年頭のご挨拶といたします。

　あけましておめでとうございます。
　旧年中は連合岩手の取り組みにご理解とご協力
を賜りましたことに感謝と御礼を申し上げます。
　昨年の春闘は２年連続の大幅な賃上げを成し遂
げました。厚生労働省「賃金引上げ等の実態に関
する調査」の結果は、労働組合あり 13,668 円
（4.1％）、労働組合なし 10,170 円（3.6％）と
労働組合があることで明らかに賃上げが進んでい
る傾向が伺えます。
　一方で、大企業と中小企業の格差や業種業態に
よる格差が拡大している課題を抱えており、今後
の物価上昇と賃上げの上昇については、安定的な
成長が望めるよう行政の支援策や経済政策が求め

られています。
　連合は「賃上げを定着させる」ことを掲げ
2025春闘に取り組むとともに、集団的労使関係
の広がりを作る（組織拡大）取り組みを強化して
いきます。
　連合運動と労福協運動は、働くことの価値を上
げ、勤労者福祉の向上を図り生活を支える、それ
ぞれが役割を持って活動を展開しています。
　今年も労福協と連携した活動を展開するととも
に、組織内に留まらず組織外に向けて積極的に活
動を発信しますので、引き続き活動に対するご支
援とご協力をお願い申し上げ年頭のご挨拶とさせ
ていただきます。

新年のご挨拶
2025

新年のご挨拶
2025

2025年　年頭挨拶
労働者福祉中央協議会
会　長　　芳　野　友　子

賃上げを定着しよう
日本労働組合総連合会岩手県連合会
事務局長　　鈴　木　　　圭
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　新年あけましておめでとうございます。
　世界保健機関（WHO）は、「健康とは、病気
でないとか、弱っていないということではなく、
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、す
べてが満たされた状態（ウェルビーイング）にあ
ること」と定義しています。ウェルビーイングは、
収入や財産など数字で測れるものもあれば、人生
の幸福度など客観的には測れないものも含まれま
す。近年、日本の人々の幸福度は、世界の幸福度
ランキングにおいて、先進国の中で常に最下位で
す。すべての人々が幸せな人生を送ることができ

る日本社会にしていく必要があります。
　平和環境岩手県センターは、「平和憲法の理念
を活かし、平和と環境、基本的人権と民主主義を
守り発展させるため、すべての労働者・生活者と
の連帯を強め、地域に根ざした運動を展開しよう」
をスローガンに掲げ取り組みを進めています。今
後も、労働者福祉の発展と、だれもが安心して生
活できる社会の実現に向けて努力してまいりま
す。2025年もどうぞよろしくお願い申し上げま
す。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、元日に能登半島地震が発生しました。
亡くなられた方々のご冥福をお祈りするととも
に、被災された皆様に心からお見舞いを申し上げ
ます。近年、自然災害が多発し、助け合い、相互
扶助の取り組みの重要性が増してきています。岩
手友愛会としても、友愛の精神のもと、今まで以
上に役割を果たしていきたいと思います。
　さて、2024年の賃金闘争では、５％を超える
賃上げ結果となりましたが、労働者全体の実質賃
金の安定した上昇には至っていません。2025年
賃金闘争では、我々労働組合が、組合員とその家
族の生活を守るため、規模や産業間などの格差是

正と物価上昇に見合う実質賃金の引き上げととも
に、持続的な賃上げに向けた生産性の向上につい
ても積極的に取り組んでまいります。
　岩手友愛会は、より魅力ある岩手県に向けた政
策実現活動や組合員をはじめ労働者の幸せ実現に
向けた取り組みを実践してまいりますので、本年
もよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶
2025

新年のご挨拶
2025

安心して生活できる社会を
平和環境岩手県センター
議　長　　佐　藤　　　工

持続的な実質賃金引上げと生産性の向上
岩手友愛会
会　長　　山　田　清　秋
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　岩手推進本部代表委員会、岩手労済生協理事会
を代表し、新年のお慶びを申し上げます。
　マイカー共済の見積もり 1件につき横断旗１
本を贈呈する『７才の交通安全プロジェクト～未
来ある子どもたちを交通事故から守ろう～』は、
昨年末までに県内での自治体や小学校等への贈
呈数が 16,000 本を超えました。多くの組合員、
協力団体、代理店等の皆さまのご支援ご協力にあ
らためて感謝申し上げます。
　この取り組みには「四つのいいこと」がありま
す。その一つめは「組合員の可処分所得の向上に
つながる」。北上支所では昨年末ご家族の車を含
めて４台で年間約13万円の改善となった例があ

りました。
　二つめは産別等の団体割引を使っていただくこ
とで「労働組合（産別）の組合員であることの恩
恵を感じていただく」こと。
　三つめは横断旗贈呈によって「組合員が参加す
る社会貢献になる」。そして四つめは「（加入して
いただければ）岩手推進本部の実績があがる」こ
とです。
　今年も「みんなのたすけあいで、豊かで安心で
きる社会づくり」実現に向け役職員一丸となって
取り組んで参ります。皆さまの旧に倍するご支援
をお願い申し上げます。

四つのいいこと
こくみん共済coop岩手推進本部
本部長　　佐　藤　伸　一

　新年のお喜びを申し上げますとともに、「ろう
きん運動」へのご理解と職場での推進に深く感謝
申し上げます。
　現在、日本の超高齢社会においては、高齢者増
加と人口減少の地域差が顕著に現れてきており、
それに見合う各種対策は喫緊の課題として捉えら
れています。金融環境においても「マイナス金利
政策の解除」「資産運用立国の実現に向け、貯蓄
から投資への政府方針の確立」「DX・キャッシュ
レス化の加速」等、社会・経済・金融の環境変化
に応じた事業の展開が求められています。当金庫

は、ろうきん理念の実践・福祉金融機関としての
役割発揮をめざし、様々な環境変化に対応すると
ともに、多様化するお客さまのニーズに応え、生
活応援運動を基盤に良質な金融サービス・付加価
値を提供し、地域で選ばれ続ける金融機関へと歩
みを進めてまいります。
　本年も、生活応援バンク「ろうきん」をよろし
くお願い申し上げます。

働くあなたの一番そばに
東北労働金庫岩手県本部
本部長　　金田一　文　紀
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　謹んで新春の祝詞を申し上げます。
　当組合は、組合員ならびに地域住民のくらしを
支えることを目的とし、くらしの相談と貸付を行
う生協として事業を行っております。
　昨年は新型コロナウイルス感染症が分類変更と
なり、我々の生活もコロナ禍前の状態に戻りつつ
あります。しかしながら、物価高騰の影響から生
活困窮を訴える相談が増えております。家計改善
を必要とする経済的な悩みの背景には就労や医
療・介護など複雑な問題が絡み、地域の相談機関
における連携の重要性が年々高まってきておりま
す。当組合としても貸付によるくらしの支援事業
を推進するほか、他の相談機関と連携した相談

ネットワークの構築を重視し、役職員一丸となっ
て地域住民が安心して利用できる相談窓口を目指
していく所存です。
　みなさまのご健勝とご多幸をご祈念申し上げる
とともに、本年も当組合事業への変わらぬご支援
ご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたし
ます。

　新年のお慶びを申し上げますと共に、ハピネス
共済会へのご理解とご協力に厚く感謝申し上げま
す。
　さて、当共済会は入院による給付を中心とした
保障として、団体型「ハピネス」、団体移行型「マ
イハピ」、個人型「ぺっこぷらす」による保障設
計の提案をおこなっております。今年は、「ハピ
ネス」の手術給付をより多くの方へお支払いする
ための制度改定を予定しております。より一層皆
様にとって身近でお役に立てる共済となるよう取
り組んでまいります。また、子会社の（株）きょ

うさいライフによる不動産事業におきましても、
お客様本位の視点で事業をおこなってまいりま
す。
　法人設立から55年を経過し、設立の趣旨であ
る「労働者の福祉向上、県民の消費生活水準の向
上」の実現に向け、会報発行などによる会員の皆
様との相互交流を充実させながら、身近で信頼さ
れる共済会となるよう役職員一同努力していく決
意でおりますので、本年もどうぞ宜しくお願いい
たします。

暮らしにいちばん近い保障でありたい
一般財団法人ハピネス共済会
理事長　　藤　岡　英　昭

地域のくらしをささえる相談窓口をめざして
消費者信用生活協同組合
理事長　　大　坪　勝　利

新年のご挨拶
2025

新年のご挨拶
2025
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【【セセリリオオホホーールルののごご案案内内】】年年中中無無休休・・2244 時時間間受受付付 

 ももししももののととききはは・・・・・・  

学学校校生生協協組組合合員員専専用用フフリリーーダダイイヤヤルル 00112200--552211--331199（（セセリリオオ中中野野内内））  

    

【【盛盛岡岡エエリリアア】】セセリリオオホホーールル中中野野  セセリリオオホホーールル仙仙北北  

              セセリリオオホホーールルみみたたけけ  セセリリオオホホーールル緑緑がが丘丘  

              セセリリオオホホーールル牧牧野野林林  セセリリオオホホーールル矢矢巾巾    

セセリリオオホホーールル西西青青山山  
  
【【県県南南エエリリアア】】セセリリオオホホーールル水水沢沢  セセリリオオホホーールル水水沢沢南南  
  
【【沿沿岸岸エエリリアア】】セセリリオオホホーールルみみややここ  セセリリオオホホーールル磯磯鶏鶏                          

              セセリリオオホホーールル五五月月町町      セセリリオオホホーールル岩岩泉泉  

              セセリリオオホホーールル釜釜石石  
  

【【葬葬祭祭積積立立】】そそろろそそろろ考考ええててみみまませせんんかか？？  
   葬葬祭祭積積立立はは、、ももししもものの時時にに生生ずずるる負負担担をを少少ししででもも軽軽くくすするるたためめのの積積立立でですす。。  

    月月々々のの積積立立金金額額はは、、11,,000000 円円かからら 3300,,000000 円円のの範範囲囲ででおお選選びびいいたただだけけまますす。。  
  

  

おお問問合合せせ先先  ササーービビスス課課  フフリリーーダダイイヤヤルル  00112200--111122--224466  ((  平平日日８８::３３００～～1177::3300  ))    

  

　謹んで新春の祝詞を申し上げます。
　昨年は、物価高騰が着実に進み、学校生協組合
員の消費行動が大きく変化したため、想定を上回
る厳しい経営状況におかれました。その上、少子
化・人口減少が加速し組合員が減少する中、事業
体の存続に向けて課題が山積みした一年でした。
　このような中、共同購入ポイントや車検・灯油
積立還元など組合員への期中還元を実施し、社会
貢献事業としては、ファミリー月間やガソリン利
用による支援金から沿岸 4地区と能登半島地震
被災地へ支援金を贈り、また、中学校と高等学校

の文化・体育連盟や教職員の研究会４団体への助
成など、事業と運動を着実にすすめているところ
です。組合員活動では、退職後の生活に役立つ「ラ
イフプランセミナー」、産休・育休組合員の職場
復帰支援としての「子育て交流会」「子育て交流
ランチ会」などを企画開催しました。本年も、「安
全・安心」を第一に、組合員の声に基づいた事業
とサービスの提供に努め、教職員や子どもたちに
役立つ学校生協となるよう取り組んでまいりま
す。

教職員や子どもたちに役立つ学校生協として
岩手県学校生活協同組合
専務理事　　沼　田　　　聡

新年のご挨拶
2025

新年のご挨拶
2025
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